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２．　経歴・取組内容、取組分野等

３．　関連ホームページ

<経歴>
イギリス・デヴォン州出身　ノッティンガム大学卒業（英文学、言語学専攻）
◆1981年　来日
　　　　 　　  NHKラジオジャパン 英語ニュース番組制作に携わる。
◆1985年　有限会社フルフォードエンタープライズを設立。代表に就任。

◆農林水産省主催「美の里づくりコンクール」審査員（2010～2015年）
◆亜細亜大学 都市創造学部 講師（2016～2019年）
◆ツーリズムEXPOジャパン主催「ジャパン・ツーリズム・アワード」審査員（2017～2020年）
◆「農泊マニュアル作成委員会」委員（2020年）
◆福島県郡山市「外国人目線を活用した地域活性化コンサルタント」（2020年）
◆観光庁 地域観光資源の多言語解説整備支援事業「分かりやすい多言語解説整備推進委員会本会」「分かりやすい多言語解説整
備推進委員会部会」委員(2019～2022年）

◆RSA（英国王立芸術協会）フェロー
◆在日英国商業会議所会員
◆ダイバーシティ・アテンダント有資格者
◆ふるさと財団 地域再生マネージャー

＜主な取組内容＞
◆一般社団法人全国農協観光協会「農山漁村地域における貢献型観光の実効モデルづくりに関する調査研究」代表（山形県飯豊町
中津川地区）（2020～2021年）
◆在日英国商業会議所主催「Travel Tourism Think Tank: Responsible Tourism」モデレーター（2019年～）
◆「地方の前向きな変化」をテーマにしたイベント・シリーズ「VALUExCHANGE」主催（初回ゲスト：David Atkinson（2019年3月））
◆山形県飯豊町NowHow企業研修（HIS向け）（2018～2019年）
◆ 株式会社パソナグループ主催「淡路ユースフェデレーション研修」講師（2018年～）
◆地方活性学会 講演（2018年5月）
◆一般社団法人全国農協観光協会 研修講師（熊本県人吉球磨、愛知県南知多町、福島県石川町など）（2017年～）
◆丹青社ダイバーシティ研修（2016年～）
◆山形県飯豊町の欧州等外国人誘客システム構築（2014～2016年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多数
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ふるさと財団「地域再生マネージャー」情報
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その他活動実績のある分野 MICE誘致のサポート

その他活動実績のある分野 モニターツアーの最適化
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最も専門性の高い分野 外国人目線を活用した地域活性

その他活動実績のある分野 地域のアイデンティティや資源の表面化や共有のファシリテーション

その他活動実績のある分野 地域の魅力を英語で伝えるサポート



４．　ふるさと財団での実績

５．　財団報告書

６．写真・ひとことPR
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令和３年度　地域再生マネージャー事業 https://www.furusato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2017/03/45ff1a477f455b10821212c56a1abe1c.pdf

2021～22年度　福島県郡山市「外国人目線を活用した地域課題に向き合うふるさとづくり」事業活
用
助
成

 < ひとことPR >
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1981年に来日して以来、世界中の人たちに向けて日本に関する情報を広めるNHKの取り組みを支援
してまいりました。NHKやNHK関連団体のランゲージコンサルタントとして、テレビ番組「英語でしゃべらナイ
ト」をはじめ、数多くの番組の翻訳、ナレーション、制作に従事してまいりましたが、その番組の多くが海外
の人たちに日本文化を伝えるという側面を持ち合わせています。
私が持つランゲージコンサルタントとしての経験をさまざまな分野に特化されている地域再生マネージャー
の皆さんの活動に生かし、地方の各コミュニティがそれぞれに持つ魅力を英語で伝えることで、海外からの
訪問客にもプラスの影響をもたらし得ると思います。
地域再生に関わる活動においては、東京都市大学古川柳蔵教授が提唱されている「４４の失われつつ
あるくらしの価値」を取り入れています。
昔から地域に根づくこの考え方こそが伝統文化の要であり、日本人の気質や個性など最も良い面を形
作っていると思います。私の活動では、困難な状況にも対処できる知恵や底力を次の世代に紡いでいく
ため伝統文化が持つ力に着目していて、そのことが、各コミュニティと企業や訪問者とが国籍を問わず互
いに関わり、Win-Winの関係を築くことにつながっていくと考えています。
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